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〈概要〉

　先行研究で は，高校教科 「情報」 と大学情報教育の 方向性に つ い て．2000 年〜 2004 年度 にか

けて複数校で 実施 した情報教育の カ リキ ニ・ ラ ム とそ の 学習内容 に つ い て 報告 した。
こ の とき，今後

諸外国 におけ る評価項 目 ， 自己評価の観点に も注 目する必要が ある こ とを確認 した 。

　本研究は．我が国よ り 15年程早 く（1970年）か ら情報教育を導入 して い る韓国 の小学校 ・中学

校 ・高等学校の教育を比較 しなが ら，「認知．精神運動，情意」 と 「知識 ・理解，技能 興味 ・関

心
・態度」の 各観点を主 とす る情報教育の 教授 と，カ リキ ュ ラ ム 編成の 基礎情報を得る こ とを 目的

と した 。 具体的 には，日本 と韓国 の 中学校．高等学校の教科書で使用 されて い る 「情報」 に 関す る

類似キ ーワ ードを抽出 し，こ れ を用 い た調査票に よ り両国 の 学習 内容 を構造化 し，今後の 情報 教 育

の在 り方を検証 しよ うと い うもの で ある 。

　筆者らの 提案す るカ リキ ュ ラ ム 開発 は，「情報に 関す る理解力 （知識）と技能 （実学）」を前提 と し

て ，情報教育 の 体系的な教育内容の 構造化の 方向性を図 る こ と にある 。

　 〈 キ ーワード〉　清報教育，教科 「情報」，

1．は じめ に

　高等学校 に教科 「情報」が設置され，平成 17

年度は全面的に展開され ると考え られ る 。 また，

大学の情報教育に つ い て も，義務教育段階 と高

校教育の 繋が りを考慮して，再確認す る必要が

あると考える e 筆者等は先行研究 で，早 くか ら

情報関係の 授業 を行 っ て い る 専門高校生の 実態

と，大学の 情報関 係の 教育 を比 較検討 した 。

　そ の 結果，高校 ・大学 で は情報モ ラ ル を重視

した 内容が，大学は 「知識」ある い は 「情報 に

関す る技能」に 関す る内容を検討する必要があ

り，そ の 自己評価平均値 は 高校で は 次 第に 高く

な るが，大学で は逆 に低 くな る傾向が明 らか と

な っ た 。

　そ こ で 筆者 らは ，こ の 結果を考慮 し，体系的

情報教育の 方向性を探 るため，中学 ・高校 ・大

学 の 情報教育 の 連携の 中で ，「精神運動，認知，

情意」の 各領域 と，そ こ に包含され る 「技能，

　　　　　　表 1 ，高校教科 「情報 A 」 の採択状況

カ リ キ ュ ラ ム ，　　 　 理解力，技能

知識 ・理解，態度」の関係に つ い て 調査す る こ

とと した e なお，日本 と韓国の 評価方法 と学習

者の 実態に つ い て 比較検討す るため，袤 1 に あ

る教科書等の事前調査を行い，情報教育の体系

化 を試行 して い く。
．

2 ，調査 ・分析の 前堤

　評価項 目は，ブ ル ーム ら の 教育 目標の 分類 に

よ る精神 運動領 域，認知領域，情意領域で あ り，

こ れ を基本形 と し た 。

　 一調査の 前提 一

　調査対 象 は，日 本 で は 中学 ・専門高校 ・大学

生を，韓国では ソ ウル 市 内の 中学 ・高校 生 とす

る 。 まず 日本 で は．中学の技術 ・家庭 科 「情報

と コ ン ピ ュ
ータ 」の 履修生徒 を，高校 で は 「情

報技術基礎」「情報処理」等を，大学で は 共通教

育 「情報処 理」等を履修 して い る生徒 ・学生 を

対象 とする 。
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　一方，韓国で は，表 2 に 示 す ように 中学 ・高

校共 に「情報社会 と コ ン ピ ュ
ー

タ」「コ ン ピ ュ
ー

タ
ー般」等が 必 修で 行われ て いる の で，無作為

抽出校 とす る 。

　 こ こで ， 日本 の場合 ，現在 高校 で 履修 さ

れ て い る教科 「情報」 は ，表 1 の 4 社 で 全

体の 7 割 に な る 。 そ こ で ， こ れ ら の 教科 書

を中心 と し て ，そ こ に 用い られ て い る言葉

（キ ー
ワ

ー
ド）か ら評価項 目 を作成 す る。

　 こ れ と 韓 国 の 情報 教 育 と を 照 合 し，共 通

評 価項 目を作 成す る
。 表 3 に 4 社 に 共通す

る 言葉 の
一

部 を あげ る 。

fi　2．　 Curriculum　and 　Contents　of 　Computer − Korea （
一

部抜粋）

3．調査 ・分析方法

　体 系的情報教育に つ い て ，1996年坂元 等の

提起 した 「情報 に 関す る理解力と技能」の 観点

で
， 情報活用 （ICT ）の 実践力や 問題解決，

あるいは技能と い っ た内容で，日本 ・韓国両国

の比較 ・分析を行 う。

　両国の 学齢段階と地域性 につ い て，例えば

「自己評価項 目平均値 は 高校で は次第に 高 く
・
な

る が．大学では逆に 低 くな る傾向に あ る」こ と

が韓国で も存す る かである 。

　分析方法は，先報の 調 査項 目分類 と，両国 に

共通の 情報関係用 語を もと に調査項 目を作成 し．

そ の 回答結果 を，ク ラ ス タ
ー ・因子分析等に よ

り検討 して い く。．

　 こ れ ら に よ り，両国の生徒 ・学生の 中で 知識

の 構造化が ど の よ うにな っ て い るのか．また，

各学校段階の 課題 な ど，今後の 体系的 な情報教

育の 在 り方 に つ い て調査 ・分析 して い く。

4 ．まとめ

　本 研究は，「体系的な情報教育」に つ い て ，日

本と韓国両 者 の カ リキ ュ ラ ム を検討 して い く も

の で ある 。

　
一

方，情報教育の知識 ・理解 ・技能の定義 と

明確 な評価法 に っ い て も今後の 研究 と実践 を予

定 して い る 。

　また，先進 的 に 進 め られ てい る韓国 の情報教

育とそ の 問題点に つ い て も配慮 し，小 ・中 ・高

で の 情報教育を考えてい きた い 。

　※本研究 は平成 15，16年度科学研究費基盤研

究（C）（1） 〔15530600〕 r教師教授 と生徒 の 学習

活動の関係に視点を置い た教科「情報」の ガ リ キ

ュ ラ ム 開発』 ．の 助成 を受け て 進 め て い る。
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